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ドライブレコーダーをご購入いただき、
ありがとうございます。

本取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。
特に“ 安全上のご注意 ”（P.4～7）“ 使用上のご注意 ”（P.7～10）
はご使用前に必ずご一読ください。

製品の仕様（外観、付属品、ビューア画面等）は、改良のため予告な
く変更することがありますが、ご了承ください。



安全上のご注意

●安全に正しくご使用いただくため、ご使用の前によくお読みください。
●お読みになった後はいつでも確認できる場所（グローブボックスなど）
に必ず保管してください。

製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産
への損害を未然に防止するために、色々な絵表示をしています。
その表示と意味は次のようになっています。内容をよく理解してから本
文をお読みください。

危険 誤った取扱をすると人が死亡または重傷を負う危険が
差し迫って生じることが想定される内容を示しています。

誤った取扱をすると人が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容を示しています。

誤った取扱をすると人が障害を負ったり物的損害の発生
が想定される内容を示します。

警告

注意

絵表示について

この絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

この絵表示は、必ず実行していただきたい「指示」内容です。

安全上のご注意



安全上のご注意

使用上のご注意

使用上のご注意

※ 本機の時刻情報は内部の二次電池で保持しています。長い間、電源が切れた状態
が続くと時刻情報が保持できなくなり、実際の時刻とは異なる時刻が表示される
場合があります。

※ 内部の二次電池は本体の電源が入ると常に充電され、約4時間で満充電となりま
す。最後に電源が切れてから時刻情報の保持期間は約14日間程度です。
充電時間や保持期間は使用環境や2次電池の状態で変化するため、目安となりま
す。

※ 初めてご使用になるときや、長い間電源を入れていなかったときには時刻設定が
必要です。（⇒P.35）

日付・時刻情報の注意

※ 本機で初めて使用されるmicroSDカードは、本機でフォーマットを行ってから
使用してください。（⇒P.26)

※ 本機でお使いいただくmicroSDカードは、本機専用としてお使いください。
※ 本機で使用中のmicroSDカードを他の用途で使用すると正常に動作、録画が
できなる場合があります。

※ 他の機器で使用したmicroSDカードを使用する場合は、必ず本機でフォーマッ
トを行ってください。

※ microSDカードは分解、改造、その他加工はしないでください。
※ 定期的にデータを読み出し、書き込みが正常かどうかご確認ください。
※ 安心してお使いいただくため、1ヶ月に2回程度はmicroSDHCカードをフォー
マットしていただくことをお勧めします。

※ 大切なデータはPCや他の記録メディアなどにバックアップを作成してください。
※ microSDカードは消耗品です。定期的に新品への交換をお勧めします。
※ 使用できるmicroSDカードはmicroSDHCカードのCLASS 10以上
　 microSDXCカードのCLASS 10以上です。

microSDカード使用上の注意

本書では特にことわりのない限り「microSDHC カード」「microS-
DXC カード」を「microSD カード」と総称して表記しています。本機では
下記の SD 規格に準拠した microSD カードに対応しています。下記
以外のmicroSD カードは使用できません。



使用上のご注意

・本製品は事故などで衝撃のあった時点で録画するイベントレコーダーでは
ありません。

・ドライブレコーダーは、すべての状況において映像を録画することを保証
するものではありません。録画ファイルの間にはタイムギャップ（無録画
時間）が存在します。

・録画された映像は事故を起こした場合の示談交渉や法的手続きにおいて
参考録画としてご活用いただけますが、直接的証拠として保証されるもの
ではありません。

・本製品は安全運転補助装置であり、故障による損害、データ損失による
損害、その他の本製品を使うことにより発生する損害に対して弊社は責任
を負いません。

・本製品は車の状態や車両事故などで製品が破損したり、microSDカード
の問題で録画ができない場合もあり、それらにより生じる損害に対して弊
社は責を負いません。

・車両運行前に製品の動作状態をご確認ください。

・LED の信号機やテール /ストップ/ウィンカーランプは録
画した映像で点滅、または消灯したように映る場合があり
ます。
・Gセンサーは衝撃の方向によって検知が異なるため、イベ
ント録画ファイルが作成されない場合があります。

使用上のご注意

製品を誤って扱った場合、重傷や死亡に至る危険な状況に繋がることが
ありますので、お取り扱いには充分ご注意ください。

ドライブレコーダーや付属品を分解、改造しないでください
・感電や火災など車両破損及びデータ損失の原因となります。
・製品の点検、修理はお買い上げの販売店へお申し付けください。

運転中にドライブレコーダーの操作を行わないでください
・操作が必要な場合は安全な所へ駐車してから行ってください。

ドライブレコーダーを高温及び低温に長期間放置しないでください
・一定以上の高温下、低温下では異常な動作をする場合があります。
・結露のない状態でご使用ください。

ドライブレコーダーのレンズは常に清潔な状態でお使いください
・レンズが汚れますと画質が低下します。
・お手入れはレンズクロスなどで拭いてください。

ドライブレコーダーを長時間使用する場合、通風を良くしてください
・本体の温度が上昇し、変形や故障の原因になることがあります。

本製品のご使用により受信状態の悪い（微弱電波）のラジオ放送では雑
音が入る場合があります

バイザーはゆっくり下げてください
・本体に接触してカメラの向きが変わる可能性があります。

本体の掃除やお手入れの際には、水、ワックス、その他の洗剤をかけな
いでください
・故障や感電を引き起こす可能性があります。

ケーブルは動かないよう固定し、コネクターにしっかり挿入してください

ケーブルが傷んだ場合は使用を止め、修理を依頼してください



ご使用の前に

電源が入ったままの状態でmicroSDカードの抜き差しを行うと録画さ
れたファイル、またはmicroSDカードが壊れてしまうなど、ドライブレ
コーダーが正常に動作しなくなる場合がありますので下記手順をお守り
ください。

<microSDカードの抜き方＞
1. エンジンを停止（ACC オフ）して本機の電源を切り、画面の表
示が消えたことを確認します。

2.ドライブレコーダーからmicroSD カードを取り出します。
microSD カードを軽く押し込み、少し飛び出してから引き抜
きます。

＜microSDカードの挿し方＞
本機の電源が切れている状態でmicroSDカードを挿入します。
microSD カードの向きに注意して、カチッと音がするまで挿入
してください。

製品の特長

コンパクトボディー

水平360°の超広角カメラ

ワイドダイナミックレンジ

高解像度カメラ

録画方式

音声案内機能

フォーマットフリー

専用ビューア

駐車中も録画

記録画角：水平約360°　垂直約：220°の広角レンズ採用　

コンパクトなボディーに2.0インチモニター

明暗差が激しい映像でも白飛び、黒つぶれを抑えます。

400万画素CMOSイメージセンサーを搭載し、1920×1920
で録画します。

常時録画、手動録画、衝撃検知録画、駐車監視録画

動作状況を音声でお知らせします。

専用のファイルシステムを採用し、microSDカードのデータ断片化
を低減します。

記録した位置情報やGセンサーのグラフを表示して再生すること
ができます。

駐車中 (ACCオフ )も車両バッテリーから電源が供給され、衝撃検
知録画を行います。



製品の構成（同梱品一覧）

■ 製品購入後、同梱品をご確認ください。

m
icro
S
D

adapter

microSDカード（32GB）

SDカードアダプター

オプション品（別売）
UP-K360R リアカメラ

リアカメラ接続ケーブル

取扱説明書（保証書）

本紙

常時電源ケーブル（5m）ドライブレコーダー本体

BAT

ACC

GND

正常に動作しないときに
伸ばしたクリップなどを
差し込んで押してください。



microSDカードの挿入、取り外し方法

● microSDカードの挿入
microSDカードは下図の向きでカチッと音がするまで挿入します。

● microSDカードの取り出し
microSDカードを取り出すときは、軽く押し込み、少し飛び出してから丁
寧に引き抜きます。
※ 無理な力で行うと破損の原因になります。

microSDカードの挿入、取り外し時は落下、紛失にご注意ください。また、
常にmicroSDカードをケースに入れて持ち運びください。

※本機で初めて使用されるmicroSDカードは、本機でフォーマットを行っ
）62.P⇒（。いさだくてし用使らかて

※microSDカードの抜き差しを行う場合は、必ず本体の電源がオフになっ
ていることを確認してから行ってください。

電源、画面のオン/オフ

■ 電源オン
車両のエンジン始動（ACC オン）に連動して電源がオンします。

電源オン、オフ：6 秒押し続ける
電源ボタン

■ 電源オフ
車両のエンジン停止（ACCオフ）に連動して電源がオフになります。
エンジン始動時にオフにしたい場合は「POWER」ボタンを長押し（6秒以上）
します。

駐車監視を設定している場合、電源をオフにするとLEDが紫に光ります。

※駐車監視 → 駐車監視動作に移行します。（⇒P.21）

【駐車監視オフ】 【駐車監視オン】

LEDランプ



車両への設置

■ 取り付けの前に…
取り付け作業を行う前に「安全上のご注意」を再確認し、必ずお守りください。
また、取り付け時の注意に従い作業を行ってください。

● ドライブレコーダー本体は必ずフロントガラスの上部 20％の範囲
内に取り付けてください。

● ドライブレコーダー本体はワイパーの拭き取り範囲内に取り付けて
ください。

● 視界の妨げにならない位置に取り付けてください。
● 検査標章などを避けて取り付けてください。
● 添付の両面テープは再接着できません。
ブラケットを仮止めし、映像を記録・再生するなどして取り付け
位置をよく確認してください。

● ケーブルは運転の妨げにならないようテープやクランプで固定す
るなどしてください。

■ 取り付けイメージ

※ 常時電源ケーブルで電圧変換を行っていますので、必ず本機に付属の常時電源
ケーブルをそのままお使いください。

20％以内

車両側の電源へ

車両への設置

■ 接続方法

バッテリー電源 /黄

アクセサリー電源 /赤

アース/黒

常時電源ケーブルを接続します。
駐車モードを使用する場合は設定が必要です。

リアカメラ接続
※オプション（別売）

メインヒューズを通り、エンジンオン/オフに関係
なく常に電圧がかかっているプラス電源へ接続

エンジン (ACC)オン /オフに連動するプラス電
源に接続

車の金属部分 (バッテリーのマイナス側と導電して
いるシャーシなど)へ接続

BAT

ACC

GND

電源ケーブル

FUSE(3A)FUSE(2A)

コード長5.0m



車両への設置

■ 本体の取り付け
1．取り付け時の注意に従い適切な位置を決め、フロントガラスの汚れ
や脂分をきれいに拭き取ってください。

2．本体の取り付け位置を決めたら両面テープの剝離紙を剝がし、ブラ
ケットをフロントガラスにしっかりと貼り付けます。

※添付の両面テープは再接着できません。
本体を仮止めし、映像を記録・再生するなどして取り付け位置をよく確認してくだ
さい。

剝離紙

車両への設置

※ケーブルは運転の妨げにならないようテープやクランプで固定するなどしてください。

配線例

■ 電源ケーブルの接続
常時電源ケーブルを本体と車両へ接続します。

電源端子

車両側へ接続



録画方式

■ 駐車監視
駐車中 (ACC オフ後 ) も車両バッテリーから電源が供給され、衝撃検知
録画を行います。

●駐車監視の設定が必要です。

●駐車監視中は車両バッテリーを使用するため、車両バッテリーへの負担

が掛かります。定期的に車両バッテリーの点検を行ってください。

●車両バッテリーの充電状況や劣化などにより起動しない場合や、動作を

停止する場合があります。

●本機の温度が動作範囲 (-10℃～60℃)を超えると動作を停止する場

合があります。

●車両のバッテリー上がりに関して、弊社は一切の責任を負いません。

●駐車モード(初期設定：オフ )

駐車中に録画を行う場合はオンにします。

※使用する場合は設定が必要です。

※駐車監視中は背面の LEDが点滅します。

LEDランプ

録画方式

■ 常時録画
自動録画モードをオンにしている場合はエンジン始動（ACCオン）に連動
して常時録画を開始します。
手動で録画を開始する場合は、画面下 LOCKボタンを押します。
※常時録画容量がいっぱいになると古い録画ファイルから順次上書きされま
す。（⇒P.24）

■ イベント録画
常時録画中にGセンサーが衝撃を検知、または「LOOK」をタッチするとイベ
ント録画ファイルを作成します。イベント録画時間は約60秒間です。録画中
は画面下部に「衝撃録画中」と文字がでて、LEDが紫に点灯します。イベント
録画ファイルを作成後、常時録画に戻ります。

LOCKボタン短押し

LEDが紫に点灯

LEDが紫に点灯



録画可能容量について

●microSD カードに録画できる容量は、録画方式によってそれ
ぞれの容量が決められています。microSD カードの容量か
ら、システム予約を引いた残りが録画可能容量となります。

●録画可能容量の約 57% が常時録画、約 19% がイベント録
画、約 12% が駐車監視録画、3% が写真の容量となります。

※microSD カードの容量によって録画可能容量は変わります。

microSDカード容量

録画可能容量

システム予約 9％

常時録画57% イベント録画
19%

駐車監視録画12% 写真3%

※各録画時間は映像の状況、録画環境によって変動しますので参考となります。
※イベント録画は手動録画と衝撃検知録画の合計です。

■microSDカード容量別録画時間

microSD
カード容量

16GB

32GB

64GB

128GB

録画時間

常時録画 駐車監視録画イベント録画

約35分 約7分約12分

約1時間20分 約15分

約30分

約24分

約47分約2時間20分

約4時間40分 約1時間約1時間30分

LED 表示
点灯 点滅

■基本仕様

■録画動作

■その他の動作

LED 説明

青

紫

紫

紫

常時録画

衝撃検知録画時

手動録画時

駐車監視録画時

LED 説明

青

赤

赤

青

青

青

赤

電源ON( 録画開始までの状態 )

SDカードエラー、または未挿入です。

録画中カードが外され、エラー状態です。

本体の異常などのエラー発生時

設定メニュー表示中

再生モード表示中

SDカードがフォーマットされてない

LED 説明

紫 SDカードのフォーマット



■ ファイル構成
常時録画中は設定された時間毎に録画ファイルが作成されます。
microSD カードの常時録画容量がいっぱいになった場合は、古いファ
イルから順次上書きされます。

microSDカード容量

※ 1ファイル分の録画時間に満たない状態で電源を切った場合には、その時
点までのファイルが作成されます。
※大切なファイルは上書きされないよう、バックアップを作成してください。

■ タイムギャップ
ファイルの録画完了から新しいファイルに録画を開始するまでにタイム
ギャップ（ファイル間の無録画時間）が発生します。タイムギャップ時
のタイミングで衝撃が発生した場合、録画はできません。
※データ保存のためには電源を切り、本体画面が消えてからmicroSD カードを抜
き取ってください。

ファイル構成とタイムギャップ microSDカード内の構成

■ 録画ファイル構成

NORMAL F.TS
( 本体カメラ : 常時録画 )

R.TS
（リアカメラ：常時録画）

PARK F_PARK.TS
( 本体カメラ : 駐車監視録画 )

R_PARK.TS
（リアカメラ：駐車監視録画）

PHOTO F.jpg
( 本体カメラ : 写真 )

R.jpg
（リアカメラ：写真）

EVENT F_SOS.TS
( 本体カメラ : 衝撃録画 )

R_SOS.TS
（リアカメラ：衝撃録画）

F_MANU.TS
( 本体カメラ : 手動録画 )

R_MANU.TS
（リアカメラ：手動録画）



microSDカードの交換時期案内

■ microSDカードの交換時期案内について
本機は指定の microSDカードを使用することで、microSDカードの交換
案内を「マイクロSDカードを交換してください」と画面と音声でお知らせし
ます。

※指定以外の microSDカードを使用した場合、交換時期案内は機能し
ません。

※microSDカードは消耗品です。お知らせを確認した場合は早めに
microSDカードを交換してください。

microSDカードのフォーマット

microSDカードは定期的にデータを読み出し、書き込みが正常かどうか確
認してください。
安心してお使いいただくため、1ヶ月に2回程度はmicroSDカードのフォー
マットを行うことをお勧めします。
※フォーマット時にはすべてのデータが削除されます。
大切なデータは必ずPCなどにバックアップをしておいてください。

フォーマットは必ず本機で行ってください

※本機でお使いいただくmicroSDカードは、本機専用としてお使い
ください。

※本機で使用中のmicroSDカードを他の用途で使用すると正常に動
作、録画ができなる場合があります。

※他の機器で使用したmicroSDカードを使用する場合は本機で
フォーマットを行ってください。

■ フォーマット手順
録画を停止させ、UP ボタン長押し（3 秒以上）。
※フォーマットは途中で中止することができません。操作には充分ご注意ください。
※フォーマットが完了するまでmicroSDカードを抜いたり、電源をオフにしないで
ください。

長押し3秒以上



操作方法

本機の操作は画面下の各ボタンを押して行います。

■ 画面表示

操作方法

■ 表示モードの切り替え
映像の表示には2つの表示モードがあります。
表示モードの切り替えは画面下のMODEボタンを短押しします。

360°モード、ワイドモードが選べます。

【360°モード】 【ワイドモード】

MODEボタン

ボタン名称
POWER 長押し

長押し

長押し

長押し

再生モード表示

写真撮影

短押し

長押し

長押し

短押し

短押し

短押し

長押し

短押し

短押し

表示モードを切り替える
360°モード / ワイドモード /
リアカメラモード / 写真再生モード

録画表示：録画開始 / 一時停止
メニュー：確定

メニュー：上移動

手動録画

再生モード：ファイルの削除

電源オン / オフ

設定メニュー表示

設定メニュー終了

メニュー：下移動
録画表示：音声録音オン / オフ

録画表示：音声案内オン / オフ

microSDカードのフォーマット

MENU

MODE

OK

UP

DOWN

LOCK

操作 動作



操作方法

■ ファイルの再生

■ 録画ファイル選択

■ 再生画面
2019-12-18　17:50:40

00:55/01:00

録画再生モード

本機で録画したファイルを再生できます。
「MODE」ボタンを長押し（3秒以上）し録画ファイルを表示します。

「、」PU「をルイァフいたし生再 DOWN」ボタンで選択し「OK」ボタンを押し
ます。

① ② ③ ④ ⑤

操作方法

■ ファイルの再生
本機で録画した映像や、撮影した静止画を確認できます。
再生画面は録画を停止させ、画面下の「MODE」ボタンを押します。

● ファイルの削除
ファイルリストから削除したいファイルを選択し、LOCKボタン
長押しで削除することができます。

MODEボタン

（長押し3秒）

録画再生モード ①前画面に戻る
「MENU」ボタンで戻ります。

②再生中の映像を戻す
「UP」ボタンで戻ります。

③再生中の映像を再生/一時停止します。
「OK」ボタンで再生/一時停止

④再生中の映像を進めます
「DOWN」ボタンで進みます。

⑤再生中の映像を削除
「LOCK」ボタンで消去



操作方法

リアカメラ映像

■ リアカメラ映像の表示
リアカメラ端子にオプションのカメラを接続すると、リアカメラの映像
を画面内に表示することができます。

リアカメラ接続時の画面

MEMO



設定

本機の設定を変更できます。
設定画面は録画を停止させ、画面下のMENUボタンを押します。

録画停止画面

■ 設定メニュー
設定メニュー一覧から、変更する項目を「UP」、「DOWN」ボタンで選
び「OK」ボタンを押します。

MENUボタン

●録画解像度

　録画時の解像度です。

　1920×1920固定です。

●明るさ (初期設定：0)

　画面の明るさを６段階設定

●駐車監視（初期設定：オフ）

　駐車監視　オン/オフ切替

●WDR（初期設定：オン）

　WDRセンサー　オン/オフ切替

設定
● G センサー（初期設定：中感度）
　 G センサー　オフ/ 感度３段階設定（底 / 中 / 高）

●音声案内（初期設定：オン）
　本体から出る音声案内　オン/ オフ切り替え

●画面消灯（初期設定：オフ）
　本体液晶画面　オフ/ 消灯時間３段階設定（10 秒 /30 秒 /1分）

●マイク設定 ( 初期設定：オン )
　録画中の音声　オン/ オフ設定

●ボリューム（初期設定：中）
　本体から出る音声案内　オフ/ボリューム３段階（底 / 中 / 高）

●周波数（初期設定：50Hz）
　周波数切替　50Hz/60Hz

●日付・時刻
　日付・時刻の変更を行えます。

●フォーマット
　microSD カードのフォーマットを行えます。

●初期設定に戻す
　本体の設定を初期の状態に戻します。

●リアカメラ鏡像（初期設定：オフ）
　リアカメラの映像　鏡像 / 正像切替

●リアカメラ反転（初期設定：オフ）
　リアカメラ上下の表示を変更します。

●画面表示切り替え（初期設定：オフ）
　撮影中の画面表示を変更します。

※オプションリアカメラ接続時リアカメラ画像切替



専用ビューア

録画した映像は専用ビューアを使いパソコンでも再生できます。
専用ビューアのインストールファイルは、本機に挿入したmicroSD カー
ド内に自動的に作成されます。

対応 OS Windows 7/8/8.1/10（64ビット推奨）

Intel Core i5 以上（第 6 世代以降）

4GB 以上

1GB 以上

WXGA（1280×768）以上

Windowsで動作可能な再生機能

CPU

メモリー

HDD 空き容量

ディスプレイ

サウンド

その他

Intel HD Graphics 520 以上グラフィックス

● 動作条件

※ 条件を満たしたすべてのパソコンについて、動作を保証するものではあり
ません。

※ お使いになるパソコン環境によっては正しく再生されなかったり、正しく
動作しない場合があります。

※ mac OS には対応していません。

・DirectX 9.0 以降
・Internet Explorer7 以降
・microSDHC カードを接続可能なメモリー
カードリーダー、ライター

専用ビューア

■ 専用ビューアをインストールする
1．パソコンにSDカードリーダーライターを接続します。
※ 使用方法はリーダーライターの取扱説明書をご確認ください
※ パソコンに直接 SDカードを接続できる場合はリーダーライターは必要あり
ません。

2．SDカードリーダーライターにmicroSDHC カードを挿入します。
※ 必要に応じて同梱の SDカードアダプターを使用してください。

3．リムーバブルディスクを開き、インストールファイルをダブルクリッ
クします。

専用ビューア
インストールファイル



専用ビューア

専用ビューアアイコン

■ 専用ビューアをインストールする
4．セットアップウィザードが表示されますので、内容を確認して
「Next」をクリックします。
以降は画面の指示に従い、インストールを進めます。

5．インストールが終わると、デスクトップに「VeseeGo」のショートカッ
トアイコンが登録されます。

MEMO



専用ビューア

■ 操作画面

1．再生画面
ファイルを再生すると表示されます。
ドラッグすると表示映像を動かせます

2．再生モード
プレイリスト内のファイル再生順を選びます。（リスト順、ランダム、繰り返し）

3．ファイルの追加 /削除
プレイリストにファイルを追加、ファイルの削除、リストのクリアが行えます。

4．ヘルプ
専用ビューアの操作方法を表示します。（PDFファイル、英文）

5．プレイリスト表示 /非表示
プレイリストの表示 /非表示を切り替えます。

6．再生 /一時停止
プレイリストで選択されているファイルを再生します。

7．カメラアングル
表示されている映像の向きを変更します。

1

5 6 7 8 9 10 11

2

3 4

専用ビューア

 8．表示モード
映像の表示方法を変更します。

 9．音量
バーをクリックしたまま左右操作で再生音量を調整します。

10．ファイルを開く
専用ビューアで再生するファイルを選択します。

11．フルスクリーン表示
表示されている映像をフルスクリーン表示に切り替えます。



イメージセンサー400万画素

水平：360°/  垂直 220°  F 値 :2.0

1920×1920

27.5fps

常時録画 / イベント録画 (手動録画、衝撃検知録画 )

駐車監視録画

録画時間：60秒

手動録画：60秒

衝撃検知：60秒 / 120秒

駐車録画：15秒 

2.0インチ液晶カラーモニター

有り(ON/OFF 切替可能 )

有り( 内蔵タイプ )

有り(OFF、及び1～3段階調整 )

microSDHCカード16GB～32GB

MLC Class10以上

microSDXCカード64GB～128GB

MLC Class10以上

DC12/24V
（12V:約300mA、24V:約180mA）

約96g（本体のみ）

TS (H.264)

-10℃～＋60℃

本体、電源コード(直接配線5m)、

カメラ

録画サイズ

録画時間

録画ファイル

フレームレート

音声録音

画面サイズ

電源電圧

メモリーカード

Gセンサー（衝撃検知）

GPSアンテナ

動作温度範囲

同梱品
microSDカード32GB、取扱説明書

お買上げ日3年間（本体）保証期間

質量

録画方式

センサー

レンズ画角

MEMO



保証書

■ 保証規定

1．取扱説明書の注意書に基づくお客様の正常なご使用状態のもとで保証期
間内に万一故障した場合、無料にて故障個所の修理をさせていただきま
すので、お買い上げ販売店に本保証書を添えてお申し出ください。

2．本製品の故障、またはその使用によって生じた直接、間接の損害につい
ては当社はその責任を負わないものとします。

3．海外で使用された場合、あるいは不当な改造については当社は一切の責
任を負わないものとします。

4．修理品のご持参、お持ち帰りの交通費、または送付される場合の送料、
取り付け、取り外し費用及び諸掛かりはお客様のご負担となります。なお、
ご送付の場合は適切な梱包の上、紛失防止のため受け渡しの確認できる
手段（簡易書留や宅配など）をご利用ください。

5．次のような場合には、保証期間中でも有料修理になります。

（1）保証書のご提示がない場合。
（2）本保証書に保証期間、品名、販売店、お買い上げ日の記入のない場合、

または字句を書き替えられた場合。
（3）お客様による輸送、移動時の落下、衝撃等、お客様の取り扱いが適

正でないために生じた故障、損害の場合。
（4）お客様による使用上の誤り、あるいは修理による故障および損傷。
（5）火災、塩害、ガス害、地震、落雷、および風水害、その他天災事変、

事故、あるいは異常電圧などの外部要因に起因する故障および損傷。
（6）本製品に接続している当社指定以外の機器および消耗品に起因する

故障および損傷。
（7）正常なご使用方法でも消耗品が自然消耗、摩耗、劣化した場合。

6．ご不明の点は、お買い上げ販売店にご相談ください。

7．この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約
束するものです。従ってこの保証書によってお客様の法律上の権利を制
限するものではありませんので、保証期間経過後の修理などについてご
不明の場合は、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

8．本保証書は日本国内においてのみ有効です。
（This warranty is valid only Japan.）

保証書 (書き込み欄 ) 持ち込み修理
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